
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．監視状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真は８月のもの 

豪雨により 

土砂崩れ発生 

崩れ箇所の山側

に段差キレツ 

遊歩道 

ジオサイト 
４億年前の地層の 
縦じまが見どころ 

崩れた土砂が 
遊歩道をふさぐ 

キレツをはさんで
抜き板を設置 キレツ 

崩れた土砂は波にさら
われ減っている傾向 

近くで小さな 
土砂崩れが発生 

遊歩道 

遊歩道の直上から 
岩が崩れ落ちる 

崩れ落ちた岩がたまる 

・令和２年の土砂崩れ箇所より山側に段差キレツが発生し、広がる傾向にある→同箇所で新たな崩れの危険性あり 
・令和５年１月に、近く（令和２年の崩れ箇所の）で小さい土砂崩れが発生 

→同箇所や遊歩道沿いの他箇所で新たな崩れの危険性あり 

崩れた箇所や遊歩道沿いの斜面を今後も継続して監視し、斜面の安定性を把握する。 
 

キレツが広がると、板の切れ目もひらく仕組み 

キ レ ツ は 半 年 で
1cm ひらいている

2023 年 8 月 

現時点で、遊歩道への立ち入りを許可できる状況ではない。 
 「製作：(株)ナイバ、四国西予ジオパーク推進協議会事務局」 


